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堺で生まれて 23 年、子どもたちの未来を育む   1 クラス６名の超少人数制学習塾 
堺市北区東雲東町１－６－２３宝永ビル２Ｆ

TEL:072-254-9988・FAX:072-254-9998    

e-mail: willzemi@themis.ocn.ne.jp 

今月号のトピックス 
◎ 「塾長年頭のあいさつ」 

◎  冬期講習実施（12 月 22 日（土）～1 月 8 日（月）） 

◎  中学生「チャレンジテスト特訓」実施 

◎  小学生「行く勉くる勉」・「WILL 脳トレ」実施 

◎ ２学期期末テスト成績優秀者 
◎ WILL の卒業生たち（第７回 K.T 君） 
◎ 「第２回保護者会」のご案内 

◎ 1２月・1 月の予定━ 予定表は必ずチェックしてね！   

他 

 １月号 

                                   定価２５０円   
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２０１８ 

 

All our dreams can come true, if we have the courage to pursue them. 
 

（夢を求め続ける勇気さえあれば、すべての夢は必ず実現できる。） 

 

これはウォルト・ディズニー社の創業者で、ディズニーランドの生みの親、ウォルト・ディズニー

の名言です。そして彼は「夢を叶える秘訣は、４つの“C”に集約される。それは、『好奇心（Curiosity）』， 
『自信（Confidence）』，『勇気（ Courage）』そして『継続（Constancy）』である。」とも語っていま

す。 
 

 

昨年は、陸上の男子１００メートル走で桐生祥秀選手が日本人で初めて９秒台（９．９８秒）

を記録して話題に。 

 

「日本人は、絶対に１０秒の壁は破れない」と言われ続け、９秒台は日本の１００メートル走

選手の永遠のテーマ、夢でした。 

そして、１９９８年伊東浩司選手が１０．００秒の日本記録を樹立して以来、誰一人その記録

を破ることができませんでした。 

それから１９年、桐生選手がとうとう夢の９秒台を実現させたのです。 

 

桐生選手の心の中に、「もしかしたらダメかも」という思いが少しでもあったら、決して達成で

きなかったのではないでしょうか。度重なる故障やスランプを乗り越え、そして樹立した記録

に、心から祝福の拍手をおくりたいと思います。 

 

 

２０１８年はお互いに、夢を求め続ける勇気をもって、決してあきらめることなく努力し続け

る、そんな一年にしたいものですね。そして、最高の一年にしたいものですね。 

 

今年もよろしくお願いします。 

 

              WILL 教育ゼミ 

塾長 岩田善次                      
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塾長年頭のあいさつ 
 

新年あけましておめでとうございます。 

 新しい年を迎えるにあたって一言ご挨拶申し上げます。 

 

 ＷＩＬＬ教育ゼミも開設以来２３年になります。この間、 

「いかに生徒の成績を上げるか」 

「どのようにしたら、生徒、保護者の皆様全員にご満足いただける塾にするこ 

とができるか」を真剣に考えながら今日に至りました。 

そして、試行錯誤を続けてまいりました。 

 

一クラス６名の超少人数制指導や、塾においてほぼ１００％存在する学生アルバ 

イト講師を排除し、全スタッフが社会人のプロ講師による指導というのもその一 

つです。 

 

そんな中で、昨年度から新たな取り組みも実施してまいりました。 

 

まず、過去のＢ４一枚の「予定表」だけのＷＩＬＬ通信を、ＷＥＳ通信として小 

冊子の形にして毎月発行し始めました。 

塾内で実施している授業、イベントの内容や、生徒たちの塾内での様子をご家庭 

にお伝えし、塾のありのままの姿をお知らせするようにしました。 

  

 また、「ピカ中」「ぶっ期末」における長時間の定期テスト対策も実施しました。 

 その結果、毎回のように４９０点以上を取る生徒や、学年１位の高得点を取る生 

徒も出ました。また、１００点連発の生徒、入塾前と比べて１８０点以上点数ア 

ップする生徒まで現われ、大きな成果を上げることもできました。 

今後更に改良を加え、今以上の成果を出せる形態を作り上げたいと考えています。 

 

これからも、生徒・保護者の皆様の声に耳を傾けながら、さらにお役に立てるよ 

うできうる限りの努力を積み重ねてまいりたいと存じております。 

 

まだまだ至らぬ点も多々あろうことかと存じますが、本年度も昨年度に引き続き、 

ご理解ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

平成３０年１月 

WILL 教育ゼミ 

塾長 岩田善次 
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中３生「冬休み」イベント 

「冬期講習」実施！！ 
１２月２２日（金）～１月８日（月） 

  

 

 

 

 

 受験生の合格へのラストスパート「冬期講習」を実施 

しました。 

 

  私立高校受験校決定 

 

中３生はいよいよ私立高校の受験校も決定。 

生徒一人一人の勉強に対する意欲が我々講師陣にもひしひしと伝わってきました。 

 

中には、当初希望していた志望校を変更せざるをえなかっ

た生徒や、併願を専願に切り替えた生徒もいました。 

 

しかし、目標が明確になることで、生徒一人ひとりの勉強の

取り組み方が以前とはまったく違っていたんです。 

 

冬期授業・通い合宿・通常授業・受験プレミアを含め、１３日間、総計６１５０分（約１ 

０２時間）に及ぶ授業。【クラス・受講講座の有無で若干の差があります】 

 

生徒全員がこの短期間にこれだけの時間授業をやる塾は、おそらく堺ではないはず。 

（ひょっとしたら、大阪で一番かも？） 

今回の、１日平均約８時間の冬期講習に、ほとんど欠席・遅刻もなく（授業の平均出席 

率９９％）乗り切ってくれました。 

そればかりか、多くの生徒が、授業終了後自主勉強にも励んでいたんです。 
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実は、今回の「冬期講習」ではある秘密の“イベント”があったんです。 

 

「冬期講習」の開講にあわせて実施した、お母さ

んや、お父さんの『子どもたちへの想い』が直接

伝わるこのサプライズ。 

（内容は秘密です🙇） 

 

多くの生徒が涙ぐみ、中には号泣する生徒まで．．．。私たちまで

感動のもらい泣きをしてしまいました。 

こうして始まった「冬期講習」は、例年以上に充実し、ご父兄か

らもらったパワーで、生徒たちのヤル気にみちあふれたとても素

晴らしい講習になりました。 

 

中３生の内申点がほぼ全員アップ 

 

実は冬期講習前に持ってきてくれた学校の成績表に驚いたんです。受験生のほぼ全員の

２学期の内申点が上がっていたんです。中には１学期と比べ４以上アップした生徒まで

何人かいました。内申点１アップは入試での６点と同じ。４アップということは、２４点

なんです。更に満点（オール５）の生徒まで。 

 

みんなの２学期の頑張りを、学校の先生たちに認めてもらった証拠なんです。 

 

このみんなの頑張りを３学期も継続し、志望校合格へ向けて後ひ

と踏ん張り。 

私立入試まであと１か月、公立入試まで２か月です。 

 

残り僅かな期間を、体調には細心の注意をはらいながら、最後の最後まで気を緩めず、是

非とも全員志望校合格が勝ち取れるよう頑張っていきましょう。 

私たちもできうる限りのバックアップをしていきたいと思います。 

 

最後になりましたが、この冬休みもご協力をくださいましたご父兄の皆様に、この場を

借りて、厚く御礼申し上げます。 



WILL 教育ゼミ                         平成３０年１月号 

6 

 

中１・２生「冬休み」イベント 

「チャレンジテスト特訓」実施！！ 
１２月２３日（土）～１２月２８日（木） 

 

 

 

 

 

１２月２３日（土）～１２月２８日（木）の期間、 

中１・中２生のチャレンジ特訓を実施しました。 

 

この時期はいろいろと予定もあり忙しい中、ほとんど 

の生徒がすべての授業に出席し、頑張ってくれました。 

 

１月１１日（木）に「チャレンジテスト」が実施されます。 

 

ご存知の通り、この「チャレンジテスト」の結果が、内申点に 

大きく反映されるのです。 

そして、１，２年生でつけられた内申点次第では、いずれやっ 

てくる入試の際、志望校を大きく制限される要因となる可能性 

があるのです。 

 

つまり、３年生でいくら勉強を頑張って成績を上げても、１，２年生の内申点が悪けれ 

ば、行きたい高校に学力が足りていても、受験すらできない可能性があるんです。 

 

つまり、中学１，２年生なのに「チャレンジテス 

ト」という名の「入試」があるのと同じことなん 

です。 

 

この冬休み頑張った成果を是非とも発揮して、是 

非とも自分で納得のいく成果を出してください。 

 

 

ただ、気を付けていただきたいのは、これだけで内申点が決まるわけではないんですよ。 

あくまで、普段の授業態度や定期テスト、そして提出物などを含めて総合的に判断され 

た結果が内申点であるということを決して忘れないでくださいね。 

 

今年もしっかり頑張りましょう。 
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小学生「冬休み」イベント 

「行く勉、くる勉」実施！！ 
WILL 脳トレ～塾長からの挑戦 part2～も！ 

１２月２２日（金）～１月５日（金） 

   

この冬休み、夏休みに続き小学生イベントを実施しました。 

 年末年始の“行く年くる年”に因んで、「行く勉、くる勉」 

と題し、この冬休みに授業時間を増やしての小学生イベント。 

 

冬休みは、小学生にとっては“お楽しみ”がいっぱい。 

「勉強なんてやってる場合じゃない．．．」と言いたいと 

ころだけど、やっぱり勉強も大切。 

ということで、実施した冬休みイベント。ほとんどの生徒が出席し頑張ってくれました。 

 

そして、最終日に実施した「WILL 脳トレ～塾長 

からの挑戦状 Part2～」 

 

大盛り上がりのうちに終了しました。 

今回優勝者は、やはり６年生の Y.Y さん。 

 

しかし、今回は６年生だけじゃなく、５年生も大活躍。 

５年生２人が上位に食い込む大健闘。とてもよく頑張ってくれました。 

 

ただ、今回の冬休みイベントは、夏休みと同様、「与えられることが中心」ではなく、自 

らが、自分で考え、問題を解く習慣をつけるために実施したんです。 

 

今求められているのは、単に与えられたことを聞くとい 

うだけではなく、自分の力で考え、自分の力で解く能力 

なんです。 

今回頑張ったことを生かし、今年もまたがんばりましょ 

うね。 
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２学期期末テスト終了 
 遅くなりましたが、中学生の皆さん、期末テストお疲れ 

様でした。 

  

先月号でもお伝えしましたが、定期テスト対策イベン 

ト「ぶっ期末」では、すべての生徒が本当に良く頑張っ 

てくれたと思います。 

 

その結果が見事に実を結んだ人もいれば、思うように点数が取れず、悔しい思いをした人も 

いたことと思います。 

 

テストは中学校、学年、科目によりその難易度に大きな差があります。だから、１回のテス 

トの結果だけを見てすべての判断をしないでほしいのです。ましてや、今回のテストでも、 

またまた、とてもテストと呼ぶにふさわしくないものがいくつか見受けられましたから。 

 

特に長尾中学の中１の数学は、最高点が８９点。学年で９０点以

上の生徒が一人もいなかったんです。また、同じく英語の平均点

は４０点台。中１のテストとしてはありえない平均点でした。 

問題が良問でただ難しいだけならまだしも、ただ点数を取らせた 

 くないだけの意地悪テストと言っても過言ではないテストだと感じました。 

 

しかし、そんな中でも見事に結果を出した生徒の皆さんもたくさんいたことも事実です。実 

は、その数学の最高点は WILL の生徒なんです。（S.A さんおめでとう） 

また中２生では I.A さんが４９２点という高得点を獲得、中３生では４５０点以上が７人、

４００点以上が約５０％もいました。 

また、前回より５０点以上アップした生徒が１１人もいたんです。 

 

一方で、結果が出なかった生徒の皆さん、今回の結果を踏ま 

えて、次回は何が何でも絶対に結果を出しましょうね。 

 

 先生たちも、皆さんの努力に応えられるよう、これからも 

精一杯頑張りたいと思います。 
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２学期期末テスト成績優秀者・成績アップ生発表 

 

＜成績優秀者＞ 

５科 ４５０点以上…１２人 

 

 

 

 

 

 

 

５科 ４００点以上…１７人 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

１００点満点…７人 

  

 

 

 

 

＜得点アップ＞ 
５科 ５０点以上アップ…１１人 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 紙面の都合上、掲載できなかった皆さんゴメンナサイ<m(__)m> 

           ３学期も頑張りましょう！ 

４９２点（長 尾２年 I.A さん）   ・４８７点（長 尾３年 S.K 君） 

４８５点（長 尾３年 H.T さん）    ・４８１点（長 尾３年 Y.M さん）        

４７７点（長 尾２年  O.S さん）    ・４７０点（長 尾３年 H.A さん）                  

４７０点（長 尾２年 T.T 君）    ・４６５点（長 尾１年 S.A さん） 

４５８点（長 尾３年 K.K さん）   ・４５２点（長 尾３年 T.R さん） 

４５１点（長 尾３年 Y.Y さん）   ・４５０点（長 尾１年 Y.A さん） 

４４２点（長 尾２年 S.J 君）    ・４４０点（長 尾３年 W.Y 君） 

４３５点（長 尾３年 K.K 君）    ・４３４点（長 尾３年 T.M さん） 

４３３点（長 尾２年 Y.S さん）   ・４３２点（長 尾３年 H.H さん） 

４３２点（三 国２年 K.K さん）   ・４３０点（浅香山３年 H.M 君） 

４２９点（長 尾２年 Y.N さん）    ・４２７点（長 尾１年 M.M さん） 

４２１点（長 尾３年 T.Y 君）    ・４１８点（長 尾３年 M.M さん） 

４１２点（長 尾３年 M.K 君）    ・４０８点（長 尾２年 S.H 君）他 

・理科（長尾３年 S.K 君）        ・理科（長尾３年 H.A さん） 

・理科（長尾３年 H.T さん）       ・英語（長尾３年 H.T さん） 

・社会（長尾３年 H.H さん）       ・社会（長尾２年 I.A さん） 

・数学（長尾２年 S.H 君） ※満点に一歩及ばず、惜しい９０点台…のべ８６人 

・９５点アップ（三国２年 H.S さん）   ・８８点アップ（長尾３年 O.S さん） 

・８０点アップ（長尾２年 S.M さん）   ・６４点アップ（浅香１年 S.I 君） 

・６３点アップ（三国２年 I.Y 君）    ・６２点アップ（長尾２年 K.H 君） 

・５８点アップ（長尾 3年 Y.H さん）   ・５６点アップ（長尾 3 年 H.S 君） 

・５４点アップ（三国２年 S.A さん）   ・５１点アップ（長尾３年 T.R さん） 

・５０点アップ（長尾３年 N.Y さん） 
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  ＜WILL の卒業生たち＞ ～第７回 K.T 君～ 

 公立高校の入試の当日のことだった。 

 

夕方、受験生が自宅に帰ってきている頃だと思い、一番心配だった K 君の自宅に電話

をしてみた。 

 

電話口に出たのはお母様だった。 

「T は夕べずっと寝付けず、結局一睡もせずに受験に行ったんで

す。で、帰ってくるなり『何も聞かんといて』と言って、家を出た

ままなんです」 

 

信じられないような言葉が母親の口から飛び出して来た。 

K.T 君が受けた高校は公立トップ校の M高校。 

そこへ、まさかの一睡もせずの受験。私は絶句してしまった。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

受験の一ヶ月ほど前、私立高校の合格発表があった。 

K 君は見事私立高校に合格した。 

その数日後、K君は父親と共に公立高校の受験校の相談で塾を訪ねてきたのだ。 

 

「T は M 高校を受験したいというのですが、どうでしょうか」 

「学校ではどのようにおっしゃられましたか？」と私が尋ねると、 

「M 高校の合格率はほぼ０％。その下の S 高校ですら、５０％未満と言われました」 

   

父親がそう言うと、T君は不安そうに私の顔をじっと見つめてきた。 

 

その年の中学校の実力テストは難しく、K君の点数は３６０～３８０点台だ

った。通常、実力テストでは４００点以上は必須と言われる M高校の受験。 

その成績だけを見れば確かに無謀な挑戦のようには感じた。 

 

様々な思考が私の頭の中をかけめぐった。       （次のページに続く） 
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過去の M高校合格者の点数、K君の学力、五木模試や大阪進研の

V模試の成績、そして内申点．．．。 

K 君の意志を尊重したいものの、軽はずみな返事は決してできな

かった。 

 

数分の沈黙の後、意を決して私は返事をした。 

「合格の可能性は７０％ぐらい。どうしても公立と言われるのなら、S高校をおすすめ

します。でも、最悪の場合、私立でも構わないという覚悟があるなら、M高校を受験し

てください。」 

 

その翌日 K君から M高校受験の意思を確認した。彼の顔は、自信に満ち溢れたとても

良い表情だった。私は心の中で（間違いなく合格する）と確信した。 

 

ところが、受験を一週間後に控えた日のことである。お母様から電話をいただいた。 

「T はこのところ、ほとんど食欲がなく、あまり寝付けないのです。先生からアドバイ

スいただけないでしょうか」 

その夜、授業に来た K君に対し様々な話をして、表情が明るくなった。その後の様子

はとても良く、私の作成した予想問題でも充分な手応えを感じた。 

これならいける──そうは感じたものの、やはり K君の気弱な性格が心配で仕方がな

かった。そして冒頭の入試当日の電話だった。 

 

合格発表の日。 

次々と合格の電話が鳴り響く中、なかなか K君からの電話が無く、 

「やはりダメだったか．．．。」と諦めかけたその時であった。 

 

「塾長！通ってた！！」 

K 君の声だった。 

合格した K君本人が一番驚いていたのである。本当に胸を撫で下ろ

した瞬間だった。 

 

結果は K君にとって最良のものとなった。 

その後 K君は順調な高校生活を送り、大阪の難関公立大学に進学した。 

             （ホームページより転載。一部改編） 
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 １２月２５日、WILL にサンタがやってきました！！ 

 

 とはいっても、もちろんみんな WILL の先生たちが扮 

するサンタです。 

 

 突然のサンタの出現に、教室内は大盛り上がり。 

 

そして、笑顔で次々とサンタさんから手渡されるプ

レゼントを恐る恐るあける子どもたち。 

 

な、なんと今年のプレゼントは、かわいい動物たち

の「防犯ブザー」。 

 

 

「こんなのいらない～」なんて言う声もちらほらと聞こえてきましたが、 

そんなこと言わないでください～！！ 

 

年々、物騒になる世の中。塾の帰りが遅くなることもあります。 

塾に来る際は、是非カバンに付けて持ち歩くようにしてください。 

 

女の子だけでじゃなく、男の子もつけるんですよ～。 

 

 

 

WILL にサンタがやってきた！！ 
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 １月２１日（日）、平成２９年度の「第２回保護者会」を開催いたします。 

 

WILL 教育ゼミが取り組んできた今年度の改革や、３月から始まります、平成３０年度

の新年度の方針についてお話をさせていただきたいと考えています。 

 

また、当日は特別講師をお招きし、「成績が上がる家庭での子どもとの接し方」について

の講演を予定しています。 

 

 万障お繰り合わせの上、是非ともご出席くださいますよう、よろしくお願いたします。 

尚、詳細につきましては、別紙「第２回保護者会のご案内」をご覧ください。 

 

【特別講演者紹介】 

  共育習慣プロデューサー・教育アドバイザー・自立型個別指導塾塾長  

番匠啓太氏 

  

 PTA 講演や子育てのアドバイスを行っている、お母様のための共育習慣プロデューサ 

ーであり、自らも福島県で自立型個別指導塾を経営。 

また、学校教師や会社経営者に向けてのコーチングや教師研修・社員研修なども幅広 

く行っており、子どもが大人に憧れ将来に希望が持てる社会を作るために日々活動中。 

テレビ出演や、新聞・雑誌等への寄稿もある。 

「第２回保護者会」実施 

１月２１日（日）午後２時～午後４時 場所：サンスクエア堺第１会議室 

【小４生～中２生の保護者様対象】 
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＜WILL 教育ゼミ １・２月のイベント＞ 

１．模擬・学力テストの実施（全学年） 

 

 

 

 

 

 

 

２．「第２回 保護者会」の実施 

 

 

 

 

３．私立高校入試 

 

 

 

 

 

 

４．中３生卒業テスト 

 

 

 

 

５．受験生、私立高校入試特別対策授業 

 

 

 

 

６．保護者懇談会の実施（小４生～中２生） 

 

 

 

 

７． 学年末テスト 

 

 

 

  ２月４日（日） 私立高校受験者全員 

  ※ 時間割等詳細につきましては、別途ご案内いたします。（無料） 

１月２７日（土）        和歌山県私立高校入学試験 

２月１０日（土）・１１日（日） 大阪府私立高校入学試験  

２月１８日（日）        国立高専入学試験 

２月２０日（火）・２１日（水） 大阪府公立高校特別選抜入学試験 

 中３生 １月 ８日（月） １２：３０～１６：３０ 

 中２生 １月２０日（土） １３：３０～１７：００ 

 中１生 １月１３日（土） １３：３０～１６：３０ 

 小学生 １月１１日（木） １７：３５～１９：００ 

     １月１２日（金） １７：３５～１９：００ 

 １月２１日（日） １４：００～１６：００ サンスクエア堺 第１会議室 

  ※詳細は別紙「第２回保護者会のご案内」をご覧ください。 

 ２月２８日（水）～３月２日（金） 

  ※ 対策授業につきましては、後日別途ご案内いたします。 

 ２月１０日（土）・１１日（日） 

  ※ 詳細につきましては、後日別途ご案内いたします。 

１月２９日（月）～１月３１日（水）  

※ 対策授業につきましては、後日ご連絡します。 

小学生は 

どちらかで受験してください。 
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月 日 曜 行 事 予 定 月 日 曜 行 事 予 定 

１ 1 月 （元旦） ２ 1 木       

 2 火   2 金  

 3 水   3 土  

 4 木   4 日 中 3生私立高校入試特別対策授業 

 5 金   5 月     

 6 土      中学生３学期通常授業開始  6 火  

 7 日   7 水  

 8 月 （成人の日）通常授業あり  8 木      

 9 火 学校３学期始業式  9 金 中 3 生 塾休み 

 10 水                     10 土  ※大阪府私立高校入試 

 保護者懇談会（小 4～中 2）  11 木 中３生実力テスト・中１・２生チャレンジテスト  11 日 

 12 金  小学生学力テスト（11 日または 12 日）  12 月 (振替休日) 塾通常授業あり 

 13 土 中３受験プレミア（私立）開始  13 火  

 14 日  中１生 模擬テスト  14 水  

 15 月   15 木  

 16 火   16 金  

 17 水    17 土 ※ 入塾説明会（予定） 

 18 木   18 日 ※国立高専入試 

 19 金   19 月  

 20 土 中２生 模擬テスト    20 火 ※大阪府公立高校特別選抜入試 

 21 日 第２回保護者会（中１・２・小学生）  21 水  

 22 月   22 木  

 23 火   23 金  

 24 水   24 土  

 25 木   25 日  

 26 金   26 月  

 27 土 ※和歌山県私立高校入試  27 火  

 28 日   28 水 ※中 1・2 生学年末テスト（～2 日） 

 29 月      

 30 火      

 31 水      

塾 

冬
休
み 

（ 

塾
休
み
） 

中
３
冬
期
講
習
（
後
期
） 

中
３
生 

卒
業
テ
ス
ト 

（
長
尾
中
） 

中
学
１
・
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年
生 

 

学
年
末
テ
ス
ト
対
策 
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堺で生まれて 23 年、子どもたちの未来を育む    1 クラス６名の超少人数制学習塾 
 
 
 
 
 

堺市北区東雲東町１－６－２３宝永ビル２F 

Tel ０７２（２５４）９９８８ Fax ０７２（２５４）９９９８ 

e-mail: willzemi@themis.ocn.ne.jp 

HP  http://jukutown.com/will-education/ 

 

 


